
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．国産小麦・大豆供給力強化総合対策    5,008百万円
① 生産対策（麦類生産技術向上事業）

麦の増産を目指す産地に対し、施肥・防除体系の構築等を支援します。
② 流通対策
 ア 麦・大豆供給円滑化推進事業

国産麦・大豆を一定期間保管するなど、安定供給体制を図る取組を支援します。
イ 新たな生産・流通モデル事業

麦の品質向上や極多収大豆の種子生産に加え、新品種の導入、フレコンの本格
導入、実需者の加工試験など、新たな生産・流通モデルづくりを支援します。

③ 消費対策（麦・大豆利用拡大事業）
国産麦・大豆の利用拡大に取り組む食品製造事業者等に対し、新商品開発等を

支援します。

２．新基本計画実装・農業構造転換支援事業のうち
麦・大豆ストックセンターの再編集約・合理化 2,000百万円
国産麦・大豆の安定供給を後押しするため、ストックセンター等の再編集約・合理
化を支援します。

小麦・大豆の国産化の推進

＜対策のポイント＞
産地と実需が連携して行う麦・大豆の国産化を推進するため、施肥・防除体系の構築等による生産性向上や増産を支援するとともに、国産麦・大豆の安定供給に

向けたストックセンター等の再編集約・合理化や民間主体の一定期間の保管等、新たな生産・流通モデルづくりや更なる利用拡大に向けた新商品開発等を支援しま
す。

＜事業目標＞［令和５年度→令和12年度まで］
○ 小麦生産量の増加（109万t→137万t） ○ 大麦・はだか麦生産量の増加（23万t→26万t） ○ 大豆生産量の増加（26万t→39万t）
○ 国産小麦・大豆の保管数量（小麦：28,774 t→ 90,000t、大豆： 6,258t→ 25,500t）

＜事業の流れ＞

令和７年度補正予算額 7,008百万円

・ ストックセンター等の整備（1/2以内）
・ 一定期間の保管等（定額、1/2以内）
・ 新たなモデルの実証（定額、1/2以内）

➁流通対策

新商品の開発等（定額、1/2以内）

③消費対策

麦・大豆の国産化を一層推進国

民間団体

都道府県 生産者団体等
（都道府県、市町村を含む）

民間団体等
(コンソーシアム及び
民間企業を含む)

1/2以内

定額、1/2

定額、1/2

定額

（２の事業）

（１の③の事業）

（１①の事業）

（１の➁の事業）

［お問い合わせ先］
(１①、１②ア(大豆)、１②イ、２の事業)  農産局穀物課  (03-6744-2108)
(１②ア(麦)、１③の事業)    農産局貿易業務課 (03-6744-9531)

定額交付、1/2

生産性向上の推進（定額）
麦の施肥・防除体系の構築

（定額、2,000円/10a以内）

①生産対策

２
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＜事業の内容＞  ＜事業イメージ＞

１．健全種子生産のための施設整備 50百万
円

優良品種の普及に向け、原原種等の品質向上に必要な施設整備を支援し
ます。

２．急激な需要増に対する種もみ等確保に対する支援 134百万円

① 需要の高い種子の増産・備蓄実証支援

高温耐性品種など需要の高い品種の急激な需要増加に対応するため、
種子の増産や備蓄期間の延長に係る実証のための経費を支援します。

② 需要の高い品種における転用種子の活用支援

生産者の需要が種子の在庫を超過した場合に、食用として生産された
ものを
種子として活用するために必要な取組にかかる経費を支援します。

気候変動対応等高需要種子増産・確保緊急対策事業

＜対策のポイント＞
近年の気候変動等の影響により需要が高まっている高温耐性品種などの優良品種を普及する際に課題となっている原原種等の品質向上に必要な施設整備

を支援するとともに、当該品種の需要に対応するために種子供給体制を強化する取組等を支援します。

＜事業目標＞
高温耐性品種等の作付割合の倍増（令和6年比）

＜事業の流れ＞

国 都道府県 民間団体等

［お問い合わせ
先］

農産局穀物課 （03-3502-5965）

令和７年度補正予算額 184百万円

高い純度や無病性が
確保できる隔離施設

定額、
1/2以内

定額、
1/2以内

高い品質を維持可能な
品質保持施設

需要増加に対応した種子備蓄や種子転用の取組を支援

急激な需要増に対する種もみ等確保

健全種子生産のための施設整備

需要の高い新品種の導入・普及にあたり
・多品種との交雑、病害の発生
・保管した原原種等の品質の維持が課題

計画的な種子生産を行っており、
短期間での急激な需要増加への対応が困難

作付け希望が多すぎて、
種子生産が追い付かない

最近すごく暑いから
暑さに強い品種を作付けて
品質のいいお米を作りたい

新しい優良品種を普及したいけど
異形株や罹病株の発生が不安

品種数が多くて保管期間が長期化

高温耐性品種等の種子生産体制が整うまでの
農業者の需要に対応した種子の確保を支援

高温耐性品種等の優良品種の普及を促進する
原原種等の品質向上につながる施設整備を支援

４



以下、実需者向け

①特定農産加工業経営改善等臨時措置法「調達安定化措置」の活用

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/tokutei_nousanho/

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/tokutei_nousanho/


③産地連携フォーラムへの参加②経営力向上計画の申請

詳しくはHPをご覧ください。

②について：
https://agriculture-foodindustry-
regionalsourcing.maff.go.jp/
③について：
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/kikak
u/keieiryoku_koujou.html

https://agriculture-foodindustry-regionalsourcing.maff.go.jp/
https://agriculture-foodindustry-regionalsourcing.maff.go.jp/
https://agriculture-foodindustry-regionalsourcing.maff.go.jp/
https://agriculture-foodindustry-regionalsourcing.maff.go.jp/
https://agriculture-foodindustry-regionalsourcing.maff.go.jp/
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/kikaku/keieiryoku_koujou.html
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/kikaku/keieiryoku_koujou.html


おしまい
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